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研究目的 
高温超伝導体や巨大磁気抵抗マンガン酸化物などに代表される強相関物質のフェルミ面、バンド分散、
準粒子構造を直接的に観測することで、電子構造の観点から特異な物性の起源を明らかにすることを
目的とする。準粒子構造に現れる微細構造、超伝導ギャップや擬ギャップ、表面とバルクの電子状態の
違いなどの知見を得ることにより、電子が受ける相互作用の理解を進め、一体近似を超えた多体系の
電子構造の理解に進歩をもたらすことを目指す。 

研究進捗状況 

BL-28Aの角度分解光電子分光測定において、これまでに様々な強相関遷移金属酸化物の電子状態の
観測が行われ、下記のような成果が得られた。フェルミ準位近傍の電子が受ける相互作用について新
たな知見が得られている。 

１) 電子ドープ系高温超伝導体Nd1.85Ce0.15CuO4のアニ―ルによる電子構造の変化を調べた。フェルミ
面の形状はアニ―ル前後でほぼ同じであったが、ノード方向の反強磁性ギャップがアニ―ルにより
閉じる様子が観測され、超伝導の出現と一致している[1]。 

２) 高いTc(~110 K)を持つ高温超伝導体Bi2Sr2Ca2Cu3O10+δ (Bi2223)のエネルギー分散を調べ、
Bi2212と同様に、バンド分散の折れ曲がり(キンク)のエネルギーがノード方向～70meVからアンチ
ノード方向に向けて減少することを見出した。これは、Bi2212と同様の集団励起と電子状態が結合
していることを示唆している[2]。 

３) 単層系高温超伝導体Bi2Sr2-xLaxCuO6+δ  (Bi2201)のフェルミ面形状のドーピング依存性を精密に測
定し、ホールドープによるフェルミ面の形成過程の様子が単層系La2-xSrxCuO４と大きく異なることを
明らかにした[3]。 

４) 層状コバルト酸化物MxCoO2 (M: Na, K, Rb)において、Γ点を中心とした大きなa1gフェルミ面の存
在とK点近傍のegフェルミ面の欠如が、アルカリ金属に依らない普遍的な状態であることを見出した
[4]。また、フェルミ準位近傍のバンド分散にキンク構造を観測し、その起源がバンド間混成または電
子-格子相互作用に由来すると結論した。 

５) ZnまたはO終端のZnO極性表面とCuクラスターから構成された酸化物/金属界面の電子状態を調べ
た。Zn終端面ではCuクラスターの価電子バンドはZnO表面の影響をほとんど受けないが，O終端面
ではCuバンドとZnOバルクバンドが混成することが分かった。このようなバンド混成の違いがSTM等
の研究で指摘されている二つの極性面での界面相互作用の強さの違いになって現れていることが
明らかになった。 

６) 超巨大磁気抵抗効果を示すLa2-2xSr1+2xMn2O7（x=0.45, Tc ~95K）の電子構造を観測した[5]。
x=0.45では、低温金属相においてx=0.40に比べフェルミ準位付近の状態密度が大きく抑制されて
いた。また、キャント構造を示すx=0.45においても強磁性を示すx=0.40と同様に、フェルミ準位近傍
のスペクトル強度分布が運動量空間において、直線状に近い形状を示した。このことは、
La2-2xSr1+2xMn2O7系は、磁気構造によらず広いホール濃度範囲に渡って、異方的な電子状態を取
っていることを示唆している。 
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